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提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

報告済繰越明許費繰越計算書について報告第２号

報告済事故繰越し繰越計算書について報告第３号

可決
初山別村過疎地域持続的発展市町村計画の変更につ

いて
議案第２５号

可決北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について議案第２６号

可決有明跨線橋更新工事請負契約の締結について議案第２７号

可決財産の取得について議案第２８号

可決令和６年度一般会計補正予算（第１号）議案第２９号

可決
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木

材産業施策の充実・強化を求める意見書

意見書案

第１号

可決地方財政の充実・強化に関する意見書
意見書案

第２号

　
６
月
議
会
定
例
会
は
、
６
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１８

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い
て
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
７
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
加
藤
議
員
・
三
谷
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の
考
え
を
た
だ
し
ま

し
た
。
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
送
付
し
ま
し
た
。
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報
告

■
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

→
８
１
９
１
万
５
千
円
を
６

年
度
へ
繰
越
。

■
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

→
７
０
２
６
万
７
千
円
を
６

年
度
へ
繰
越
。

　
　
そ
の
他

■
初
山
別
村
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
市
町
村
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

→
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
災

害
対
策
の
追
加
。

垢
 髙
場
議
員

　
災
害
対
策
事
業
の
内
容
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
４
河
川
へ
の
カ
メ
ラ
の
設

置
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修
、

避
難
所
へ
の
Ｗ
ｉ
儿
Ｆ
ｉ
設

置
、
ア
プ
リ
の
導
入
の
４
点
。

■
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

→
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

被
保
険
者
証
の
一
体
化
に
伴

う
変
更
。

垢
 三
谷
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

の
紐
づ
け
率
と
い
ろ
い
ろ
な

ミ
ス
の
状
況
は
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
紐
付
け
率
は
４
月
現
在

　
坩
９
％
、
本
村
で
ミ
ス
は

５２発
生
し
て
い
な
い
。

■
有
明
跨
線
橋
更
新
工
事
請

負
契
約
の
締
結

・
契
約
金
額

５
０
６
０
万
円

・
契
約
相
手

初
山
別
土
建
株
式
会
社

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

→
公
園
遊
具
（
チ
ャ
イ
ル
ド

ウ
ッ
ド
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製
ベ
ン
チ
・

ウ
ッ
ド
ク
ラ
イ
ム
）
購
入
。

・
取
得
価
格

１
７
８
７
万
５
千
円

垢
 髙
場
議
員

　
指
名
競
争
入
札
業
者
と
落

札
率
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
村
内
３
社
を
指
名
、
落
札

率
は
　
坩
８
％
。

９８

垢
 鎌
田
議
員

　
取
得
価
格
に
設
置
費
用
も

含
む
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
設
置
費
用
も
含
む
。

垢
 斉
藤
議
員

　
し
ょ
さ
ま
る
ベ
ン
チ
の
設

置
場
所
は
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の

よ
う
な
扱
い
か
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
設

置
し
た
い
。

垢
 三
谷
議
員

　
遊
具
の
対
象
年
齢
３
歳
か

ら
６
歳
と
し
た
根
拠
は
。

茅
 寺
﨑
経
済
課
長

　
小
さ
い
子
の
遊
具
で
あ
れ

ば
幅
広
く
使
え
る
遊
具
と
な

る
た
め
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

→
８
６
８
３
万
５
千
円
を
追

加
し
、　

億
２
９
０
３
万
５

２６

千
円
に
。

【
企
画
費
】

垢
 髙
場
議
員

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
の

実
施
方
法
は
。

茅
 佐
藤
企
画
振
興
室
長

　
協
力
隊
の
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
た
事
業
の
継
続
と

し
て
。

垢
 髙
場
議
員

　
必
修
と
な
っ
た
学
校
教
育

の
中
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
実
施
は
。

茅
 大
西
教
育
次
長

　
教
科
書
に
沿
い
段
階
的
に

進
ん
で
い
る
。

【
保
育
所
運
営
費
】

垢
 三
谷
議
員

　
送
迎
バ
ス
ど
の
よ
う
に
変

わ
る
か
。

茅
 小
川
住
民
課
長

　
単
独
運
航
日
に
委
託
か
ら
、

運
転
手
雇
用
へ
変
更
。

　
　
意
見
書
案

■
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の

実
現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
施
策
の
充
実
強
化

を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
　
健
治
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 議
員

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
意
見
書

提
出
者
 加
藤
　
一
裕
 議
員

賛
成
者
 長
谷
川
幸
廣
 議
員

賛
成
者
 三
谷
　
博
子
 
議
員

　
　
臨
時
議
会

★
第
１
回
臨
時
会（

５
月
　
日
）

１５

■
教
育
長
任
命
同
意

　
字
初
山
別

　
大
水
　
秀
之
 氏
（
再
任
）

■
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結

・
契
約
金
額

２
億
３
６
５
０
万
円

・
契
約
相
手

　
初
山
別
・
道
北
特
定
建
設

工
事
共
同
企
業
体

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
初
山
別
村
税
条
例
の
一

部
改
正
】

→
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
う

改
正
。

■
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い

て
【
令
和
５
年
度
初
山
別
村

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９

号
）】

→
５
５
８
１
万
１
千
円
を
追

加
し
、　

億
３
１
０
３
万
円

２８

に
。

補

正

予

算

意

見

書

案

臨

時

議

会

報

告

そ

の

他
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人
口
戦
略
会
議
の
報
告
書
を

受
け
村
の
将
来
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て

議
員

　
今
２
０
１
４
年
に
日
本
創

生
会
議
が
報
告
書
を
発
表
さ

れ
、　

年
後
の
、
こ
の
４
月

１０

に
人
口
戦
略
会
議
の
報
告
書

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。　
人

口
減
少
社
会
と
題
さ
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
提
言
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。　
そ
の
中
で
消
滅

可
能
性
自
治
体
と
指
摘
さ
れ

た
多
く
の
自
治
体
が
あ
り
ま

す
。当
村
に
お
い
て
は
消
滅

可
能
性
を
脱
却
し
た
も
の
の
、

危
機
的
状
況
は
変
わ
っ
て
い

な
い
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
や
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
な
ど
活
性
化
対
策

を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、

ど
ん
な
資
源
が
あ
り
、
ど
う

生
か
せ
る
か
と
い
う
内
発
的

な
ま
ち
づ
く
り
に
、
ま
だ
ま

だ
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

か
と
思
い
ま
す
。こ
の
様
な

中
で
、
今
後
に
お
け
る
村
の

将
来
に
向
け
た
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

村
長

「
人
口
戦
略
会
議
」
は
今
年
の

４
月
に
、
全
国
の
　
％
に
あ

４０

た
る
７
４
４
自
治
体
、
道
内

で
は
１
１
７
市
町
村
が
将
来

的
に
消
滅
の
可
能
性
が
あ
る

と
の
報
告
書
を
発
表
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、

地
域
別
将
来
人
口
推
計
に
基

づ
き
、　

代
か
ら
　
代
の
女

２０

３０

性
が
２
０
２
０
年
か
ら
２
０

５
０
年
ま
で
の
　
年
間
に
　

３０

５０

％
以
上
減
少
す
る
自
治
体
を

「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
と
定

義
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。こ

の
発
表
で
本
村
は
「
消
滅
可

能
自
治
体
」
を
脱
却
し
た
と

分
類
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
根
拠
は
明
解

で
は
な
く
、
決
し
て
楽
観
は

で
き
な
い
状
況
で
あ
る
と
受

け
と
め
て
お
り
ま
す
。人
口

減
少
問
題
等
こ
れ
ら
の
諸
課

題
に
対
す
る
村
の
総
合
的
な

計
画
は
、「
第
８
期
初
山
別

村
総
合
振
興
計
画
」
で
す
。計

画
策
定
時
に
お
い
て
地
域
課

題
を
掘
り
起
こ
し
、
村
独
自

の
魅
力
な
ど
、
目
指
す
姿
の

実

現

に
向

け

た
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、「
身
近

な
営
み
・
自
然
」を
生
か
す
こ

と
、「
人
の
つ
な
が
り
」
の
強

さ
、
規
模
が
「
小
さ
い
」
か
ら

で
き
る
こ
と
が
本
村
の
特
徴

で
あ
り
強
み
で
も
あ
る
と
の

認
識
か
ら
、
総
合
振
興
計
画

で
の
本
村
の
目
指
す
将
来
像

を
「
人
と
自
然
。結
び
合
い
き

ら
め
く
村
、
し
ょ
さ
ん
べ
つ
」

と
し
、
村
民
が
一
体
と
な
っ

て
初
山
別
村
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。第
１
次

産
業
の
担
い
手
対
策
は
も
と

よ
り
、
少
子
化
施
策
と
し
て
、

村
立
保
育
所
の
保
育
料
無
料

化
、
高
校
生
以
下
の
医
療
費

の
無
償
化
、
妊
婦
健
康
診
査

へ
の
助
成
、
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ

の
導
入
な
ど
、
移
住
・
定
住

関
連
施
策
と
し
て
、
村
内
定

住
者
出
産
祝
い
金
、
住
宅
整

備
資
金
の
無
利
子
貸
し
付
け
、

定
住
促
進
住
環
境
整
備
助
成
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
実
施
な
ど
、

さ
ら
に
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
受
け
入
れ
や
地
方
創

生
総
合
戦
略
検
証
会
議
で
も

意
見
の
あ
り
ま
し
た
民
間
賃

貸
住
宅
へ
の
建
設
費
支
援
、

地
域
公
共
交
通
の
構
築
な
ど

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。今
後
に
お
き

ま
し
て
も
国
の
地
方
創
生
及

び
少
子
化
対
策
の
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
少
し
で
も
少

子
化
に
歯
止
め
を
か
け
れ
る

様
な
人
口
減
少
緩
和
策
と
、

少
な
い
人
口
で
も
幸
せ
に
住

み
続
け
ら
れ
る
様
な
仕
組
み

作
り
を
促
進
す
る
人
口
減
少

対
応
策
の
、
２
つ
の
視
点
を

も
っ
て
、
地
域
が
有
す
る
様
々

な
潜
在
力
と
優
位
性
を
充
分

に
発
揮
し
、
未
来
に
向
け
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
参
り
た
い
と
考
え
ま
す

の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

一
問
一
答

議
員

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

定
住
に
至
っ
て
い
な
い
が
。

村
長

　
協
力
隊
員
の
思
い
に
近
づ

け
る
よ
う
柔
軟
な
視
点
で
考

え
た
い
。

議
員

　
学
園
が
人
口
を
支
え
て
い

る
部
分
が
大
き
い
と
思
う
が
。

村
長

　
福
祉
施
設
へ
の
人
材
確
保

が
大
変
に
な
っ
て
い
る
た
め

支
援
事
業
を
継
続
し
た
い
。

議
員

　
子
育
て
支
援
策
の
充
実
と

環
境
作
り
は
。

村
長

　
子
育
て
支
援
、
教
育
へ
の

支
援
は
今
ま
で
の
考
え
方
以

上
に
推
進
を
図
り
た
い
。

一

般

質

問
加藤　一裕　議員

Ｑ 人口減少対策

　  　　　　 将来に向けた取組は

Ａ　人口減少緩和策と対応策の
　　　　　　　　２つの視点で進めたい

宮本村長



 

議
員

　
初
山
別
村
で
は
、
令
和
５

年
９
月
１
日
に
「
初
山
別
村

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」

を
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

村
民
も
大
き
な
関
心
を
寄
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

初
山
別
村
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
第
４
次
（
令
和

３
年
度
～
　
年
度
）
計
画
は
、

１２

平
成
　
年
に
決
定
さ
れ
た

２７

「
日
本
の
約
束
草
案
」
に
お
い

て
の
令
和
　
年
度
の
温
室
効

１２

果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標

（
平
成
　
年
度
比
　
％
）
達
成

２５

２６

が
村
の
従
来
の
取
組
み
の
延

長
で
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
た
事
に
よ
り
、
削
減
目
標

を
平
成
　
年
度
比
６
％
（
平

２５

成
　
年
度
比
８
坩
４
％
）
と
し

１８
て
い
ま
す
。又
、
地
球
温
暖

化
対
策
推
進
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
策
定

さ
れ
た
初
山
別
村
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計
画
の
内
容
は
、

当
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自

治
体
の
取
組
み
で
村
民
に
向

け
た
具
体
的
な
取
組
み
は
明

記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目

標
に
向
け
て
は
、
村
が
内
外

に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
を
し

た
時
点
で
自
治
体
と
村
民
が

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
に

な
っ
た
も
の
と
認
識
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
組
む
事

の
具
体
策
を
村
と
し
て
早
期

に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
長

　
近
年
、
世
界
各
地
で
は
猛

暑
や
豪
雨
な
ど
地
球
規
模
で

の
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が

多
発
し
て
お
り
ま
す
。生
活

環
境
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
は
、

二
酸
化
炭
素
を
は
じ
め
と
し

た
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地

球
温
暖
化
の
進
行
が
要
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。本
村
は
、
昨

年
９
月
に
村
の
豊
か
な
自
然

環
境
の
維
持
と
村
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ

た
め
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
実
質

ゼ
ロ
と
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

シ
テ
ィ
」
を
宣
言
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。宣
言
後
の
村
の

取
り
組
み
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
に
基
づ
く
公

共
施
設
等
の
節
電
、
公
共
施

設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
二
酸
化
炭

素
の
吸
収
源
で
あ
る
森
林
の

整
備
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
及
び

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
等
を
継
続
的

に
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
住

民
一
人
一
人
の
取
り
組
み
が

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
広
報
に

お
い
て
節
電
や
ゴ
ミ
の
減
量

な
ど
の
周
知
を
お
こ
な
っ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。議

員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
初
山

別
村
地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
は
自
治
体
の
取
り
組
み

の
計
画
で
あ
り
、
村
民
に
向

け
た
取
り
組
み
は
明
記
し
て

お
り
ま
せ
ん
が
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
は
、
自
治
体
、
企

業
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
一
人
一
人
が
日
常

生
活
の
中
で
問
題
意
識
を
も

ち
、
行
動
を
取
ら
な
け
れ
ば

達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。環
境

省
で
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
脱
炭
素
行
動
を
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
　
」
と

３０

し
て
整
理
し
周
知
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
村
に
お
き

ま
し
て
も
留
萌
振
興
局
と
の

共
催
で
住
民
の
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
意
識
醸
成

を
図
る
た
め
、
本
年
　
月
に

１１

自
然
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
パ
ネ
ル
や
関
連
書
籍
を

集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
フ
ェ

ア
」
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
と
い
う
高
い
目
標
に
向

け
て
、
自
治
体
、
企
業
、
住

民
が
一
体
と
な
っ
て
実
施
可

能
な
取
り
組
み
か
ら
進
め
て

い
く
た
め
、
村
民
の
意
識
醸

成
を
図
る
た
め
、
一
人
一
人

が
日
常
か
ら
で
き
る
行
動

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

　
」
と
い
っ
た
脱
炭
素
行
動
を

３０広
報
誌
等
を
通
じ
て
積
極
的

に
周
知
し
可
能
な
事
業
を
展

開
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

一
問
一
答

議
員

　
村
と
し
て
目
標
を
示
し
村

民
と
一
体
と
な
り
目
標
へ
向

か
う
こ
と
が
大
事
で
は
。

村
長

　
具
体
的
な
こ
と
を
周
知
す

る
こ
と
は
必
要
と
思
う
。情

報
提
供
を
し
っ
か
り
し
、
多

く
の
皆
さ
ん
に
取
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
進
め
て
い
き
た

い
。

烏

議会だ よ り

一

般

質

問
三谷　博子　議員

Ｑ ゼロカーボンシティ宣言

　  　　　　 　　 による取組みは

Ａ　情報提供を行い
　　　　　　　取組みを進めていきたい

傍聴に来られた中学１年生



羽

議会だ よ り
　
　
議
員
研
修
会

　
７
月
２
日
、
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
た
北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。

「
札
幌
が
東
京
よ
り
も
暑
く

な
る
涯
加
速
す
る
気
候
変

動
」
と
題
し
た
気
象
予
報
士

の
森
朗
氏
の
ご
講
演
で
は
、

天
気
予
報
の
細
部
に
つ
い
て

の
解
説
や
今
後
の
予
測
に
つ

い
て
。

　「
人
口
減
少
と
市
町
村
の

重
要
性
・
民
主
主
義
に
つ
い

て
自
省
を
含
め
て
の
所
感
」

と
題
し
た
元
衆
議
院
議
長
の

大
島
理
森
氏
の
ご
講
演
で
は
、

都
会
に
は
な
く
田
舎
地
域
に

あ
る
物
の
１
つ
で
あ
る
「
人

間
関
係
に
よ
る
資
本
」
を
含

め
た
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
に
つ
い
て
の
考
え
方
に

対
す
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

熱
心
に

耳
を
傾

け
る
議

員
が
多

く
、
と

て
も
実

り
の
あ

る
研
修

と
な
り

ま
し
た
。

　
　
定
期
監
査
報
告

　
令
和
５
年
度
定
期
監
査
を

６
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の

２４

２８

５
日
間
実
施
。

　
監
査
委
員
　
荒
木
　
　
隆

　
監
査
委
員
　
鎌
田
　
健
治

１
　
監
査
対
象

　
令
和
５
年
度
分
に
係
る
財

務
に
関
す
る
事
務
及
び
一
般

事
務

２
　
監
査
方
法

　
各
部
局
に
求
め
た
資
料
並

び
に
関
係
書
類
の
閲
覧
お
よ

び
担
当
者
か
ら
の
説
明
を
求

め
た
。

３
　
監
査
結
果
報
告

　
財
務
に
関
す
る
事
務
及
び

必
要
と
認
め
る
一
般
事
務
は

良
好
に
処
理
さ
れ
て
お
り
、

事
業
の
執
行
も
適
正
と
認
め

る
。

委
 員
 長
　
斉
藤
　
勝
博

副
委
員
長
　
三
谷
　
博
子

委
　
　
員
　
髙
場
志
津
子

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
春
に
な
る
と
畑
を
耕
し
、

堆
肥
を
入
れ
て
家
庭
菜
園
の

準
備
を
す
る
。
村
内
で
多
く

見
ら
れ
る
光
景
の
一
つ
だ
。

　
植
え
た
後
は
毎
日
の
水
や

り
、
強
風
や
寒
さ
対
策
、
炎

天
下
で
の
雑
草
取
り
な
ど
や

る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
地
上
で
は
小
動

物
が
、
そ
し
て
上
空
か
ら
は

カ
ラ
ス
が
家
庭
菜
園
を
狙
う
。

労
力
を
考
え
る
と
買
っ
た
方

が
安
い
！
と
言
わ
れ
る
事
も

多
く
そ
れ
も
一
理
あ
る
の
だ

が
、
畑
作
業
を
し
て
い
る
時

間
が
な
ん
だ
か
心
地
よ
い
。

ご
近
所
で
家
庭
菜
園
を
通
じ

談
笑
す
る
姿
は
田
舎
特
有
の

光
景
で
あ
り
、
と
て
も
微
笑

ま
し
く
思
う
。

（
文
責
・
斉
藤
勝
博
）

　
編
集
後
記

議

員

研

修

会

定
期
監
査
報
告

議　　会　　の　　う　　ご　　き
初山別村消防団春季消防演習（議長外全議員）９５　　　月

北海道町村議会議長会定期総会（議長・札幌市）
１１

総務経済常任委員会（委員全員及び議長）
１３

留萌管内町村議会議長会臨時総会（議長・札幌市）議会改革特別委員会（委員全員）

例月出納検査（監査委員）１４留萌管内町村議会議長会定期総会（議長・羽幌町）１４

第２回定例会（議長外全議員）１８例月出納検査（監査委員）
１５

留萌地域総合開発期成会要望（議長・留萌市）２４第１回臨時会（議長外議員多数）

留萌地域総合開発期成会要望（議長・札幌市）２５北海道町村議会議長会理事会（議長・札幌市）１６

留萌地域総合開発期成会要望（議長・東京都）２６・２７町村議会議長・副議長研修会（議長・東京都）２１

７　　　月留萌地域総合開発期成会定期総会（議長・羽幌町）２３

全道議員研修会（議長外議員多数・札幌市）２・３北留萌消防組合議会臨時会（斉藤議員・羽幌町）２８

例月出納検査（監査委員）１１６　　　月

議会報発行特別委員会（委員長外委員多数）１６議会運営委員会（委員長外委員全員及び議長）
６

各会計決算審査、財政健全化判断比率等審査（監査委員・８月２日までの５日間）２９議会全員協議会（議長外全議員）

次
の
定
例
会
は

　
　
　
　
９
月
で
す
。

お
気
軽
に

傍
聴
に

お
越
し

く
だ
さ
い
。




